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平成 28年度 研究計画（ホームページで公開）  Research Plan FY2016 (Post on Website) 

主たる研究テーマ 

Principal Research Subject  
歴史的ヨーロッパにおける複合政体のダイナミズムに関する比較研究 

研究計画（400字～500字で記入すること。） Research Plan  (Approximately 100 Words) 今年度は基盤（Ｂ）

「歴史的ヨーロッパにおける複合政体のダイナミズムに関する国際比較研究」の最終年度にあたる。その成

果は今夏には刊行される予定であり、今年度の研究の主軸はそれをもって国内外の歴史学界に「礫岩」のよ

うな複合政体に関する総合的な議論を喚起することに置く。今夏にはイギリスに現地研究者を招聘して本研

究に関するワークショップを開催し、英語による成果刊行も検討する。また国内の中世史、日本史、東洋史

の研究者とともに各時代、各地域の複合政体をめぐるシンポジウムも開催する。「近世にみられた権力主体

の併存は近代以降どのように引き継がれたか？」「礫岩」のような政体論をベースとした近代史の読替作業

として基盤（Ｂ）「ジャコバン主義の再検討：「王のいる共和政」の国際比較研究」に参画し、グスタヴ啓蒙

期からベルナドッテ朝期にかけてのスウェーデン君主政を「ジャコバンの王国」として論ずる研究を開始す

る。また基盤（A）「ヨーロッパ東部境界地域における他者概念の形成と空間的再構成」には、アジア認識

の変化からヨーロッパ境界の構築を明らかにする目的からトランスナショナルな視点に立った歴史家 H.イ

ャーネの日本史叙述の分析を継続する。 

共同研究可能な分野 

Research Fields feasible 

for joint research  *1 

西洋史 東洋史 日本史 史学一般 地域研究 

キーワード Keywords*2 国家形成 複合君主政 複合国家 礫岩国家 ヨーロッパ 

 


